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３．研究会開催
第 1 回から第 8 回は、2014 年度に開催（研究論集第 1 号に掲載）
第 9 回から第 13 回は、2015 年度に開催（研究論集第 2 号に掲載）
第 14 回から第 16 回は、2016 年度に開催（研究論集第 3 号に掲載）
第 17 回から第 27 回は、2017 年度に開催（研究論集第 4 号に掲載）
第 28 回研究会
日　程： 2018 年 10 月 19 日（金）　13:00 ～ 14:30




内　容： Carola Hommerich “Measuring Happiness: The Structure of 














日　程： 2019 年 2 月 7 日（木）　14:00 ～ 16:30
会　場： 専修大学生田校舎 3 号館 社会知性開発研究センター 3
報告者： Suk-Ki Kong（ソウル国立大学アジア研究所 



















日　程： 2019 年 3 月 18 日（月）　15:00 ～ 17:00






研究基盤形成支援事業に採択された社会関係資本研究センター（2009 年度～ 2013 年
度）およびソーシャル・ウェルビーイング研究センタ （ー2014 年度～ 2018 年度）では、
いずれも代表を務め、アジアをフィールドとして調査（フィールドワークとサーベイ）
を進めた。その基本的視点は、アジアの経済発展と生活満足度を類型化と段階論の観
点から、把握しようとするものだった。このスタンスは、6th OECD World Forum
（韓国・仁川、2018 年 11 月 27 日～ 29 日）や 7th World Government Summit & 3rd 
Global Dailogue for Happiness and Wellbeing（アラブ首長国連邦・ドバイ、2019 年
2 月 10 日～ 12 日）に参加することで、問題状況のグローバルな広がりと同時代性の
認識を共有化することができた。近未来の日本にとっても、座視できない課題に満ち
ているものと確信している、との発表がなされた。
